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まちづくりの自主的な取組                    
 

分野 こんなまちにしたい 市民                                                    協働                                              行政 

安心・ 
安全 

お互いに助け合える
まち 

 

歴史・ 
文化・ 
教育 

社会ルールを守る 
まち 

 

文化・歴史を大切に
するまち 

 

都市基盤 歩行者・自転車に 
やさしいエコなまち 

 

コミュニティ 

近所づきあいが 
濃密なまち 

 

自治活動を活発に 

 

  

グループ名 元桂

見守り隊，防犯パトロー

ル等が地域との交流を

深める 

広報紙を作成，配布 
高齢者は勿論のこと，

小・中・高校生にも声掛

けできる勇気 

行政が主催するボラン

ティアに関する講演会

などをで無料，有料（定

額）で統一してほしい

(国･府･市) 

下校時の見守りを多く

の団体で実施(現在老人

クラブ) 

安心安全について各自

治会が夜間パトロール

防災等に参加していた

だきたい。各自治会で子

どもと一緒に行うよう

にしたい 

地区の仲間，ボランティ

アが社協，民生の手伝い

をして身近な高齢者，独

居者に声掛けをする 

月 2 回高齢者に声掛け

運動 

小中学校先生方に，生徒

に対し，社会ルール，マ

ナー等について話し合

いをして欲しい 

どんなルールが守られ

ていないかアンケート

の実施（学区ごとの課題

を把握するため） 

不法貼紙 

落書きパトロール隊 

相談会・講習会を開催す

る 

自転車の夜間不灯火が

多い 

上桂御霊神社と各自治

会との交流を密にして

いきたい 

若い人の参加が少ない 

道路脇の雑草の除去 時代祭(１０月 22 日)に

参加の桂女のいわれを

市民しんぶん西京区版

で PR 

・趣味の会，教養教室を

開催 

・広報紙を作る 

歴史ガイド育成・講演会 

歴史ガイドの育成(ウォ 

ーキングコースの拠点) 

ご当地，地域の歴史の 

講演会，研究会 
・伝統芸能の保存育成 

(小学校にサークルづく

り) 

・古典芸能の育成 

気楽にかかわれる小さ 

な催しを多くつくり，地 

区をまわり，参加を呼び 

掛ける 

自転車道の設置 

回覧板の手渡しを実施 

地域のための活動が大切である

ことは理解しているが，自治会

の役員として拘束されたくない

人がいる 

→気軽に参加 

 役を軽く 

サークル活動の支援 

まちづくりを目的に歩

こう会を開催 

改良点を指摘，実施を考

える 
自転車道を歩道以外に

設置(車の駐車対策にも) 

安全な路側帯の設置 

みんなが参加する楽しめる行事 

学区民体育祭，敬老の集 

い等を通して友人を誘 

う 

子どもたちが多く参加 

する祭り ・人が集まるイベント(祭

や敬老会など)を！ 

・参加したくなる内容を

各自治会が地蔵盆，体育

祭，御霊神社の参加後に

みんなで集まって話が 

できるようにしたい 

自治会加入のチラシ，案

内の作成と配布 

特技を持ち，それを他人 

に役立てたい人の調査 

専門分野を生業とされ 

た公務員は退職後はそ 

の専門性を生かす意味 

で地域に返して欲しい 

自治活動サポート隊！

専門家・大学の先生等，人材(スペシャリスト)を地域に生かす人材バンク

自治活動応援サポート 

隊(OB 会) 

地域のスペシャルを網 

羅した人材登録制度が 

あっても良いのではな 

いか 

まちづくり相談員：自治

連役員にまちづくり相 

談担当を設置(例：役所の

OB) 

組織     

縦割り：地域の様々な団体の活 

動がややもすれば縦割りになっ 

ているので，学校や他の団体と 

の交流を働きかける必要がある 

→学校だよりに載っている 

⇒まずは情報共有 

小さな話し合いを：小集

団による話し合いの場 

の設定(町別，組別，層別

など) 

公認!!世話役：近所の世 

話焼きおじさん・おばさ

んの養成・公認（自治連

合会による公認） 

 



まちづくりの自主的な取組                     
分野 こんなまちにしたい 市民                                                    協働                                              行政 

環境・ 
自然 環境のよいまち 

 

福祉・ 
保健 高齢者に優しいまち 

 

歴史・ 
文化・ 
教育 

安心して子育てが 
できるまち 

 

産業 産業が活発なまち 

 

コミュニティ 人と人との絆の 
あるまち 

 

 

グループ名 元松尾

ごみの有料指定袋制に

なってから道端の雑草

が放置されているので，

各自治会へ無料の袋を

渡す制度ができたらよ

い 

環境(エコ)パト隊募集，

設置 

自治会各団体に呼び掛

けてパトロール，学習

会，報告など 

環境家計簿の活用 

公園の緑の整備 

華やかな｢花｣がない 

色彩があればきれいに

見える。今は緑しかな

い。 

社協と老人クラブとの

共催等，他との連携を持

つ 

・公園に花を増やす 

・明るい公園づくり 

独居老人に対して町内

で常に声掛けをする 

環境ボランティアの会

～道路を美しく 

例：道端の草刈り(8 月の

道路ふれあい月間等に

実施) 

子ども対象だけでなく

高齢者にも進んで｢声掛

け｣をするキャンペーン

など 

ネットワークづくり 

高齢者の居場所作り 

趣味の広場等の設置(学

校や区役所等の会議室

の開放等) 

高齢者交流憩いの家の

開設 

台風等に対しての高齢

者の不安を軽減するた

めの災害ボランティア

の結成 

関係機関の連携 

わがふるさとの歴史を

知ろう～文化財社寺の

拝観と講座 

生涯学習の一環として

地元の神社・お寺の拝観 

子育て支援の窓口を地

域内につくる 

子育てに関する悩 

み相談窓口などを教育

経験者(退職校長等)に協

力を依頼する 

地域の相談窓口 

児童館との連携 

子ども見守り隊員を増

員するため，各町内に隊

員の役員を配置 

社会見学会(生涯学習) 

京都新聞社・月桂冠・大

山崎サントリー・クリー

ンセンター等 

バスでの見学会 

できるだけ地元の店を

利用する 

地産地消の商品・製品の

アピール 

地元で採れた野菜等の

朝市など 

地 元 の 事 業 者 へ の 見

学・訪問(小学生等)地域

の産業をより知る活動

の推進 

野菜収穫市等地域で採

れた品物の販売などの

市をつくる 

人とのふれあいの場 

児童館・小学校(放課後)

の活用 

小学校の｢放課後まなび

教室｣の地域を取り込ん

でのコミュニティ活動 

引きこもり，孤独になり

がちな人への働きかけ

をする 

地域の人材を発掘し，地

域活動の門を広げる 

自治会単位で毎月テー

マを定めての勉強会 

～防災訓練，ゴミの正し

い出し方，まちづくり，

郵便局強盗 

小学校(場所)を利用でき

る行事を増やす 

地域(自治会)独自の活動

PR の広報板を地域内に

多く設置 公園で子どもたちを遊

ばせる若いお母さんた

ちと公園に集う高齢者

たちが（地域の歴史など

を伝えることを通じて）

交流できる機会を工夫

公園での花づくり 

元気で活力のあるまち

づくり 

例：学区対抗駅伝大会，

老若男女，各学区を中継

ポイント 

烏ネットなど行政の施

策を地域に PR する 

自治会の役になった人

たちがマイナス面でな

く，プラス面を大いにア

ピールできるように広

報を工夫する 

 



まちづくりの自主的な取組                     
分野 こんなまちにしたい 市民                                                                       協働                      

環境・ 
自然 

美化・環境のよい 
まち 

 

安心・ 
安全 安心・安全なまち 

 

歴史・ 
文化・ 
教育 

教育・道徳・ 
地域の歴史・文化を
大切にするまち 

 

産業 産業が活発なまち 

 

コミュニティ 

人と人とのつながり
があるまち 

 

自治活動が活発な 
まち 

 

グループ名 元川岡

・農地が環境を守っている

・PTA,少年補導，「もち

つき大会」等の機会に

農地について知って

もらう 

・農地の意義について知

ってもらう 

農地など緑地を守ろう 

広報活動の成果 

・参加者が増えれば 

地域・回数を増やせる

地域の一斉清掃 

参加者が少しずつでも

増えている 

・公園はきれい 

・公園の周辺も清掃して

いく必要あり 

自治会(公園愛護会)を中心

とした，月一回の公園及び

周辺の清掃(ゴミ拾い) 

（川岡東） 

より発展的に 

・回数を増やす 

・参加者を増やす 

①月１回の公園の清掃 

②年２回の学区内の一

斉清掃→まちの美化（川

岡学区） 

各家庭が夜に門灯をつ

ける 

昼は隣近所に声掛け 

自治会（自主防災会）

を中心とした町内の夜

回り 

防災等に備えた自治会名

簿の整備 

青パト４台許可されて

を受け，下校時や夜間に

自治連役員が手分けし

てパトロール 

①青パト２台による夜

間パトロールを月２回

２時間 

②学区の行事の際，校門

前，阪急踏切他で子ども

や高齢者を守る 

深夜営業の自粛を進め

るよう呼びかける 

テレビの深夜放送の中

止 

早寝早起きを心掛ける ①学区内の史跡の再発

見（冷聲院「孝子儀兵

衛」の墓地参拝） 

②話題の課革島城跡の発

掘による学区民の関心 

③西京ウォーキングマ

ップの有効活用によ

る地域の魅力再発見 

地域の地蔵盆会への参加

呼びかけ 

地域の文化を子どもに

言い伝える 

ウォーキングマップ等

をベースに地域の歴史

を知ってもらう 

地域の行事では地元の

商店を利用し，商店街等

の振興を図る 

地産地消を心掛ける 住みやすい地区ではあ

るが，産業・商業施設が

なく，商店街の発展がな

い 

生活用品・食料品などを

地元の商店で買う 

・マンション住民とのコ

ミュ二ケーションが

疎遠 

・一戸建ての住民の皆様

は町内会・自治連合会

の活動に協力，良いコ

ミュニケーション 

小さい頃から地域の学

校に行けば地域とのつ

ながりも多い 

地域の教育施設に入学

するよう努める 

区民体育祭の寄付金減

少が悩ましい 

自治連と各種団体合同

による月 1 回の会議（現

在） 

自治会に誰でも気軽に

入れる雰囲気づくり 
伝統行事を活発にする ・自治連合会の会議 

・自治会長・各種団体長

との定例会議による

地域発展の体制作り 

・近隣の自治連合会との連

携 

・「桂川ふれあい祭」（川

岡東・桂東・川岡） 

・「時代祭」（樫原・川岡

東・川岡） 

 



まちづくりの自主的な取組                    
 

分野 こんなまちにしたい 市民 協働 行政 

都市基盤 
生活しやすい道路・
交通網が整備された
まち 

 

コミュニティ 
各世代にわたって 
コミュニティ活動が 
活発なまち 

 
 

安心・安全 安心・安全なまち 

 

環境  

 

産業  

 

  

「第４回 洛西住民円卓会議」結果報告 資料１－２

小畑川上流の整備 池で釣りをできるよう

に整備する 

地域の農産物の地産地消 

タケノコ、柿のブランド

農産物 

職住接近のまちづくり 市場ができる広場をつ

くる（地域毎に） 

道路の整備について土

地（地権者）の理解 

大人が気軽に集まれる

場づくり（赤ちょうち

ん，屋台など）

大人の集まる場 

エコに対しての意識アッ

プ 
自然を大事にごみのない

まちづくり 

友愛の精神で仲良く 

小畑川で子どもがあそ

べる所を作る 

千人以上集まれるイベ

ント会場をつくる 

竹ノ里地域の子どもを

数年後には竹ノ里の小

学校に戻す 

自治会 

自治会員のメリットを

洗い出す。 

自治会員を増やすノウ

ハウ 

公団に住んでいる方も

自治会に入ってもらえ

る仕組みづくりを考え

る必要がある。 

伝統行事を続ける 

伝統行事を子どもに教

える 

地域間の結びつきを強

める取組を考える必要

がある 

新しい地域まつりをつ

くる 

学区内のみではなく，住

民全体のイベント 

イベント 

散策路の整備（ルートを

作る） 

観光について 

道路の整備駐車場の確保 

自転車道路の整備 

基点を決めて道路

に距離を示す。表示 

第 2 外環，都市計画道路との

アクセス 

道路整備 

見守り 

独居老人の見守り活動 

子ども見守り活動を実

施する（強化したい） 

通学時間帯の交通規制 

青パトに行政から出資 見守り隊ボランティア

（高齢者）と PTA，警

察との協働 

町内会，自治会に入った

人は行政的にアドバン

テージを設ける 

入会しやすい自治会づ

くり（負担を少なくす

る） 

交通網 

交通（バス）の路線

の見直し 

ニュータウンまで

の地下鉄の開通 

コミュニティバスの運

行 

モノレール又は

LRT を作る 

公の交通網の充実 

各公園に駐車場・自転車

置き場を作る 

駐車場の整備 

都市ガスの整備供給 

バリアフリーを確実

にする 

市街化調整区域での地

区計画の実施

地域マネーの創設 

資料１－１「第４回 西京住民円卓会議」結果報告 

グループ名 ブルーチーム



まちづくりの自主的な取組                    
 

分野 こんなまちにしたい 市民                                                    協働                                              行政 

環境・ 
自然 

自然豊かなまち 
美化・景観 

 

安心・ 
安全 

防災・防犯・災害・ 
犯罪の少ないまち 

 

福祉・ 
保健 

高齢者や障害者が 
安心して住めるまち 

 

コミュニティ 住民のつながりが 
あるまち 

 

文化 

大学との連携・ 
つながりのあるまち 

 

インフラ・
都市基盤 

 

 

東長町の都市計画（公園

等の整備）が必要 

   

町内単位で周辺道路の

定期清掃（除草）実施 

放置自転車には注意の

札を取り付けて２日ぐ

らい後に撤去する

野生鳥獣との共生，住み

分け 

街路樹の敷石（植え込

み）の草，落葉の清掃 

防犯パトロールのチー

ムを細分化して午後～

夜間に毎日実施出来る

様にする（多くの参加者

必要） 

「地域を見張っている」 新しい高速（京都第二外

環状道路）が付いた時の

交通安全や道路整備へ

の対応策 

通過交通

増加しつつある子ども

を見守る体制の強化 

福祉マップの作成とマップ

による点検作業（時点修正）

とパトロール etc. 

独居老人の孤独死対策

として２～３日に一度

確認出来る様隣人が連

絡取れる体制作り 

２，３日に一回住民が

（ポストを）見る 

高齢者を支える一つと

して認知症への理解を

深める講習などの実施 

認知症講習会 

４０名集まる 

関心高し 

ほっとラインの会 H21.5 

・信用 

・「ただ」に対する遠慮 

高齢化が進んでいる地

域として住民同士で助

け合える事業 

（桂坂ではホットライ

ンの会） 

 

地域力の強化のための

人材確保 

65 才以上地域で活躍 

「熟達人の会」 

安心・安全のまち→ 

高齢者対応 「ちょぼら」 

・リピーターはあるが 

・（自治会による）火災 

報知器設置の動きでリ 

ピーターのきっかけ 大枝音頭 

  × 

芸大 

住民のつながり（混然一

体）→「大枝音頭」の再

製作（芸大）→ 

住民コミュニケーショ

ンの一つの指標 

 

対処療法だけでなくベーシ

ックな部分で取り組む 

認知症講習会の実施

ホットラインの会

既存活動の継続・見直し 

「ちょぼら」もっと活用の機会を

グループ名 ピンクチーム

近所で見守り強化 

広報が上手でない 
（自治会をつうじてと

か） 

開発
家が建つ 

大原野 
市街地区域と調整区域の問題 
   ↑建てづらく地区外流出 

家を建てられる地域に 

（若者が残らないまち

になる） 

←市民に分かりやすい（合わせた）
参加しやすさ 

自治会加入率を上げる

事が重要視される 

行政の協力が不可欠 

観光客のみ多し 

生活路線も渋滞 

むずかしい 

大原野 

① 住宅の建てられる

地区づくり 

② 観光道路 

豊かな自然と住む基盤

があって観光業・産業も

生きてくる 

住民への発信 

かみくだいて理解しや

すいもの 

熟達の会の参加の輪を拡大 

NT（ニュータウン）， 

大原野 

↓ 

地域全体の都市基盤等

の考え方を持つ必要が

農地も荒廃してしまう 

 

大学と地域とのコミュ

ニケーションの強化 

市民講座 

講演会，発表会 etc. 
（文化レベルを高める） 


